
高
砂
市
高
齢
者
大
学
「
松
陽
学
園 

学
園
歌
」
に
込
め
た
願
い 

学
生
自
治
会 

学
園
歌
制
定
委
員
会 

一
同  

我
ら 
こ
こ
に
集
う 

 
”
友
と
語
ろ
う 

友
と
歌
お
う 

友
と
歩
も
う
“ 

 

創
立
四
十
周
年
の
記
念
に
あ
た
り
、
学
生
中
心
に
多
く
の
詩
の
応
募
が
あ
り
フ
レ
ー
ズ
や
曲
へ
の
思

い
な
ど
、
皆
様
の
お
陰
で
良
い
イ
メ
ー
ジ
の
学
園
歌
が
で
き
ま
し
た
。 

 

高
砂
の
美
し
い
環
境
を
盛
り
込
み
、
愛
唱
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
い
あ
い 

花
を
咲
か
し 

限
り
な
く

歩
む
姿
な
ど
発
展
性
が
あ
る
映
像
が
浮
び
ま
す
。
地
域
社
会
の
活
力
を 

育
て
、
発
展
さ
せ
る
効

果
が
期
待
で
き
る
適
切
な
学
園
歌
と
な
り
ま
し
た
。 

 

歌
詞
に
は
次
の
事
柄
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

□
学
園
の
周
辺
の
自
然
や
地
理
、
風
土
、
具
体
的
な
地
名
な
ど
の
地
域
性 

□
教
育
理
念
・
校
風
・
連
帯
感
な
ど
学
園
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
高
め
る 

□
社
会
や
未
来
へ
の
貢
献
、
新
し
い
社
会
の
建
設
な
ど
を
語
る
モ
ッ
ト
ー
や
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 

①
前
半
は
、
高
砂
の
風
光
明
媚
な
景
色
が
ふ
わ
ー
と
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
映
像 

●
詩
の
背
景
（
映
像
）
と
し
て
生
石
を
は
じ
め
、
高
砂
の
景
観 

●
地
域
情
報
と
し
て
浮
石
（
日
本
３
奇
）、
石
切
り
場
、
他
の
名
所
。 

●
身
近
な
法
華
山
谷
川
の
流
れ 

●
遠
く
に
は
高
御
位
山
、
相
生
の
松
、
尉
と
姥
、
等
の
郷
土
の
誇
り 

 

②
学
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
歌
う 

一
番
で
は 

高
齢
者
が
元
気
に
集
う 

二
番
で
は 

継
続
的
な
学
び
で
花
咲
か
す
（
知
識
・
技
術
＝
腕
を
上
げ
る
） 

三
番
で
は 

学
生
が
胸
を
張
っ
て
限
り
な
く
、
地
域
を
盛
り
上
げ
進
む
（
社
会
に
貢
献
す
る
） 

曲
は 

・
学
園
歌
に
ふ
さ
わ
し
く
明
日
に
向
か
い 

尚
進
む
人
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
素
晴
ら
し
い
曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

・
そ
の
曲
の
美
し
く
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
誰
も
が
口
ず
さ
み
た
く
な
る
歌
い
や
す
く
覚
え
や
す
い
曲
で
す
。 

 

・
学
園
生
・
卒
業
生
・
職
員
・
地
域
住
民
に
も
愛
さ
れ
歌
い
継
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

優
し
い
気
持
ち
と
力
強
い
思
い
を
持
っ
て 

 

こ
の
歌
を
末
永
く
歌
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

平
成
二
九
年
十
一
月
吉
日 


